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症例概要
　ミニチュアダックスフンド，未去勢雄，11 歳齢．
フィラリア予防歴無し．2023 年 9 月，飼い主が右眼
球表面に寄生虫を発見し，来院した（第 0 病日）．血
液検査では犬糸状虫抗原は陰性であった．デクスメデ
トミジンによる麻酔下での眼科検査おいて右眼第三眼
瞼内に寄生虫を認め，合計 2 隻を摘出した．虫体摘出
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岩手県内でみられた犬の東洋眼虫症の 1例

菊地千晶 1），北島彩夏 2），菅原秀雄 1），常盤俊大 2）

時，眼脂や眼球の充血はみられなかった．検出した虫
体のうちアルコール固定した 1 隻を用いて同定検査を
実施した．第 1 病日，飼い主が右眼に虫体を発見し
再度受診し，右眼より虫体 4 隻が摘出された（図 1）．
飼い主の希望により，イベルメクチン製剤（経口薬）
を処方した．第 21 病日までに虫体が再検出されず眼
病変がないことから駆虫完了とした（図 2）．

寄生虫検査
　虫体は白色の線虫で，体長 9.3 mm，体幅は 0.2～
0.4 mm であった．食道長は 0.6 mm で，頭端から 0.5 
mm の位置に陰門がみられた（図 3）．頭部には発達
した口腔が，子宮内には虫卵が，角皮の表面には鋸状
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図 3　犬より検出した東洋眼虫雌成虫の光学顕微鏡写真．

A：頭端の口腔 （Bc），食道 （Es），腸管 （Int），陰門 
（Vu）， B：頭部の角皮表面にみられる横条（St），C：虫
体中央部の腸管（Int）および子宮内の虫卵（Eg）．スケー
ル = 100 µm．

図 1　摘出虫体

図 2　罹患犬：再診時経過良好
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の横条がみられた．これらの形態学的特徴から，旋尾
線虫目テラジア科 Thelazia 属の雌成虫であると同定
した．先行研究［1］に従いミトコンドリアの cox1 遺
伝子の配列（667 bp）を決定し，既報の眼虫類の塩
基配列と比較したところ，関東地方の犬やアライグ
マから報告のある東洋眼虫 T. callipaeda の h10 系統
と完全に一致した．決定した東洋眼虫の遺伝子配列
は DNA Data Bank of Japan に登録した（Accession 
No. LC781880）. 

考察
　東洋眼虫は犬や猫，ヒトなどを終宿主とする人獣共
通の線虫である．寄生を受けると，掻痒，眼痛，結膜
炎などの症状を呈し，濃厚感染では視力障害がみられ
る場合もある．中間宿主はショウジョウバエ科カブト
ショウジョウバエ亜科のメマトイ類の雄で，初夏から
秋にかけて低地の森林で発生し，終宿主の涙液を吸う
際に感染して，他の動物に媒介する．
　本症例は初診時，眼球の充血や眼脂，流涙はみられ
ず無症候性であった．これは比較的新しい感染である
か，寄生数が少数であったためであると推察される．
東洋眼虫は体内移行することなく，眼球表面で 2～4ヶ
月で成虫になり，寿命は 1 年前後とされる．症例の感
染地は不明であるが，過去 1 年間の県外への移動は宮
城県内の商業施設のみであることから，岩手県内で感
染したと推定した．
　これまで動物やヒトの東洋眼虫症は，九州地方を中
心に西日本で多く報告されてきた．しかしながら，次
第に北上する傾向がみられ，北日本では新潟県や福島
県，宮城県で検出されたとの報告もある［2, 3］．本
種が分布域を拡大する機序は明らかではないが，関東
地方ではアライグマやタヌキ等の野生動物が保虫宿
主（レゼルボア）となり，低地や森林公園に生息する
メマトイ類との間で生活環が成立している可能性が示

されている［1］．岩手県においては，東洋眼虫のベク
ターとなるオカダメマトイ（Phortica okadai）が分布
しており［4］，自然分布するタヌキなどの食肉目との
間で東洋眼虫の感染環が既に成立している可能性が高
い．
　東洋眼虫の治療は結膜に寄生する虫体を摘出するこ
とを基本とする．濃厚寄生では一回の処置で摘出でき
ない場合があり，複数日・回に分けて処置することも
ある．適応外使用であるが，犬では中～高用量のモキ
シデクチンやミルベマイシン等のマクロライド系製剤

（点眼，経口，スポットオン）には，東洋眼虫の駆虫
および予防効果があるとの報告がある［5］．本症例は
フィラリア予防歴がなかったが，予防薬を投与してい
る個体においては東洋眼虫の感染予防にも一役買って
いる可能性がある．
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